
梅花女子大学・看護保健学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４２４

基盤研究(C)（一般）

2018～2016

少子高齢化における文化的影響に関するエコロジカル研究

National cultural values and low birth rate and longevity: an ecological study

５０３２４２９９研究者番号：

廣川　空美（Hirokawa, Kumi）

研究期間：

１６Ｋ０１８０２

年 月 日現在  元   ６ １８

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究はHofstedeの文化的価値指標と少子高齢化指標との関連を検証した。59の国や
地域の1990年代、2000年代、2010年代の平均寿命、高齢者割合、出生率を用いた。GDP、高学歴割合と労働参加
率のジェンダーギャップを調整した重回帰分析を行った結果、「不確実性の回避」は全ての年代の高齢者割合
や、1990年代の出生率と有意な関連を示した。有意な「不確実性の回避」とGDPの交互作用も認められ、経済的
に豊かな国では「不確実性の回避」が高いほど平均寿命が長く、出生率が低くなるが、貧しい国では逆の傾向が
見られた。「不確実性の回避」は少子高齢化の社会を予測する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated the association between Hofstede’s cultural 
values and societal aging indicators. Longevity and birth rate data for 59 countries and regions 
from the 1990s, 2000s, and 2010s were used. Multiple regression analyses were conducted, adjusted 
for gross domestic product (GDP) per capita and gender gaps of higher education and work force 
participation. Uncertainty avoidance (UA) was positively associated with the percentage of older 
adults in all three decades, and with the total fertility rate in the 1990s. UA interacted with GDP 
in the percentage of female older adults in the 1990s and 2000s, male and female life expectancy, 
and the total fertility rate in the 1990s. Life expectancy increased and the total fertility rate 
decreased in response to an increase in the UA score in wealthy countries, whereas the opposite was 
true in poor countries. UA may be predictive for aging societies.

研究分野：健康心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「個人主義」と健康の関連についてはこれまでも研究されているが、本研究によって「不確実性の回避」が高齢
者人口割合や出生率と関連し、少子高齢化社会を予測する文化的価値指標である可能性が示唆された。「不確実
性の回避」は、不安、抑うつ感といった心理的要素を含むとされており、「不確実性の回避」傾向が高い社会に
おいて、心理的特性を考慮しながら、少子高齢化社会を抑止するような介入方法を検討できるかもしれない。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 日本は世界でも有数の少子高齢化社会にある。2014年の総人口に占める 65歳以上人口の割
合（高齢化率）は 26.0%であり、総人口の減少や平均寿命の延伸に伴い今後も上昇することが
予測されている(内閣府, 2014)。総人口の減少の要因には出生率の低下が挙げられており、未婚
率の上昇、晩婚化や女性の社会進出に伴う仕事と子育ての両立の困難さ、雇用状況や経済状況
などが問題視されている(内閣府, 2014)。高齢化率及び出生率に関する諸外国との国際比較を見
ると、国や地域の経済状況の他にも、政策の違いや文化的背景の違いなどがうかがえる。 
文化的価値を表す指標として、Hofstede (1980)が「権力格差」「不確実性の回避」「個人主義・
集団主義」「男性性・女性性」の 4 次元モデルを提唱して後、経済学、経営学や心理学、社会
学、教育学など多くの領域で引用されている。「権力格差」とは権威等の関係による社会的不平
の受け入れの程度、「不確実性の回避」とはあいまいな状況に対して脅威を感じる程度と定義さ
れている。「個人主義・集団主義」における個人主義とは、個人個人の結びつきがゆるやかな状
態であるのに対し、集団主義とは集団内メンバーの結びつきが強い状態とされる。「男性性・女
性性」における男性性とは、男女の性役割が明確に分れている状態であるのに対し、女性性と
は男女の性役割が重複している状態とされる。 

Hofstede (1980; 2001)は、文化的価値の 4次元それぞれが多様な社会経済的指標や健康行動
指標と関連していると仮説を述べている。例えば「権力格差」は高学歴、給与格差、政治的自
由、都市人口、人間開発指数、国内総生産(GDP)や経済成長率等、「不確実性の回避」は失業率、
犯罪数、技術革新、人口当たりの医師数、医師一人当たりの看護師数等が挙げられている。「個
人主義・集団主義」は、経済指標との関連が強く、GDPや人間開発指数、都市人口、離婚率、
世帯就労者数、核家族割合等、「男性性・女性性」は教育や給与、昇進の男女格差、女性の就業
率、喫煙・飲酒率等が挙げられる。また社会経済的指標や健康行動指標の他、地理的位置や宗
教などの影響も示唆されている。 
社会構造や文化の特性は国や地域に居住する人々の教育、雇用、結婚、出産、医療、福祉、
健康行動など広く影響している可能性があることから、文化的価値指標が少子高齢化社会を予
測するのではないかと考える。 
 
２． 研究の目的 

Hofstede (1980)の文化的価値モデルと国や地域の少子高齢化の指標データとの関連を検証
することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
文化的価値指標 Hofstede (2001)が 1970 年代に行った IBM の社員を対象とした調査の結果、抽
出された文化的指標として「権力格差」「個人主義」「男性性」「不確実性の回避」の 4つの得点
を用いた。IBM のデータでは得られていない 13の国や地域の推定値も含む、59の国や地域を分
析対象とした。4つの得点はいずれも 0から 100 の範囲である。 
高齢化指標 World Bank による 1995 年、2005 年、2015 年の 65 歳以上の男女別人口割合を使
用した。平均寿命については、WHO の“World Health Statistics”から 1990 年代、2000 年代、
2010 年代の値を男女別に得た（香港は除外）。 
少子化指標 国連による“State of the World’s Children”報告書から、1990 年代、2000
年代、2010 年代の合計特殊出生率を用いた。 
調整因子 先行研究(Ahn & Mira, 2002; Steel & Taras, 2010)に基づき、交絡因子と考えられ
る国民一人当たりの国内総生産(GDP)とジェンダー・ギャップの指標として高等教育の男女比、
労働参加率の男女比を用いた。GDP(US ドル)は国連の“Human Development Report”による 1990
年のデータを使用した。高等教育の男女比は、1990 年の 25 歳以上人口における高校卒業以上
（第 2期教育）の学歴の割合を、Barro–Lee Educational Attainment Dataset から得て算出し
た。労働参加率の男女比は、1990 年の国際労働機関のデータに基づき算出した。 
解析方法 データの分布について Kolmogorov–Smirnov 検定を用いて確認した後、高齢者の人口
割合、平均寿命、合計特殊出生率、GDP、高等教育割合の男女比と労働参加率の男女比は対数変
換後の値を算出した。文化的価値指標の 4得点と高齢化指標、少子化指標との関連について、
重回帰分析を用いて解析を行った。文化的価値指標のそれぞれの得点と GDP との交互作用を確
認した。連続変数は平均による中心化した値を算出し、切片、非標準化回帰係数、平均値と標
準偏差を用いて回帰直線の図を描き、交互作用を図示した。有意水準は<0.05 とし、SPSS ver. 
24.0 を用いて解析を行った。 
 
４．研究成果 
高齢化指標 文化的価値指標の 4つの得点と、GDP、ジェンダー・ギャップ指標を説明変数とし
て、男女それぞれの高齢者割合と平均寿命との関連について検証した重回帰分析の結果、「不確
実性の回避」は男女の全ての年代の高齢者割合と有意な正の関連を示した。「個人主義」もまた
男性の 1990 年代の高齢者割合と、女性は 1990 年代と 2000 年代の高齢者割合と有意な正の関連
を示した。「権力格差」については、男性の平均寿命と負の関連がみられたが、2000 年代の平
均寿命は有意ではなかった。 
 「不確実性の回避」と GDP との交互作用項をモデルに投入したところ、1990 年代と 2000 年



代の女性の高齢者割合と有意な関連がみられた(1990 年代：p = 0.011、2000 年代：p = 0.018)。
また、1990 年代の男女の平均寿命とも有意な関連がみられた（男性：p = 0.039、女性：p = 0.008）。
他の文化的価値指標と GDP との交互作用項にはいずれも有意な関連は見られなかった。 
 Figure 1 に示す通り、高齢者割合への「不確実性の回避」と GDP の交互作用についての回帰
直線は、GDP が高い国や地域において「不確実性の回避」が高いほど女性の高齢者割合も高く
なっていることが示されている。しかし、2010 年代の女性の高齢者割合については、GDP の影
響が男性と同様に小さくなっていると考えられる。 
 平均寿命についての「不確実性の回避」と GDP の交互作用もほぼ同様の傾向がみられた。1990
年代では男女ともに GDP の高い国や地域において、「不確実性の回避」と GDP の正の関連が強く
示されている一方、GDP の低い国や地域では逆に負の関連が示されている。ただし、年代が進
むにつれてこれらの傾向は小さくなっていた。 
少子化指標 文化的価値指標の 4つの得点と、GDP、ジェンダー・ギャップ指標を説明変数とし
て、合計特殊出生率との関連について検証した重回帰分析の結果では、「不確実性の回避」が
1990 年代の合計特殊出生率と有意な負の関連を示した。 
 「不確実性の回避」と GDP との交互作用項をモデルに投入したところ、1990 年代のみ有意で
(p = 0.021)、2000 年代、2010 年代は統計的に有意ではなかったが、同様の傾向を示した(2000
年代：p = 0.056、2010 年代：p = 0.14)。 
 「不確実性の回避」と GDP の交互作用についての 1990 年代の合計特殊出生率の回帰直線は、
GDP の低い国や地域において「不確実性の回避」が高いと出生率も高くなるが、GDP が高い国や
地域では逆に「不確実性の回避」が高いと出生率が低くなることが示された(Figure 2)。 
不確実性を回避する文化的価値 本研究において「不確実性の回避」が少子高齢化社会を予測
する文化的価値の指標であることが示唆された。「不確実性の回避」は、今まで経験したことの
ない状況や、普段と異なる状況において、不快になるかどうかという感情に関連している
(Hofstede, 2001)。また、不安や抑うつ感といった精神的健康にも関連するとも言われている
(Bailey & Kind, 2010; Hofstede, 2001)。「不確実性の回避」が高い国や地域において、不安
を解消するための健康行動に影響し、結果的に長寿につながり、高齢者の割合が高くなるのか
もしれない。 
 一方、「不確実性の回避」が高い国や地域では、出生率が低くなっている。働く母親に対する
子育て支援は政治的な決断が必要であり、福祉施策に関係する。Esping-Andersen (1990)は福
祉サービスの共有について、国や行政、市場、家族に注目し、主な提供者によって分類をした
福祉レジーム論を提示している。Schleutker (2014)は、家族中心の保守主義形態の国々の出生
率が低下していることを指摘している。しかし、福祉サービスの提供が家族から市場に移行し
た 1980 年代後半では、女性の就業率と出生率は正の相関を示すように変化したというデータも
ある（Ahn & Mira, 2002）。「不確実性の回避」が高い国ほど、政治的な決断を行う前に、多く
の時間を要する傾向があることが指摘されており(Lisø, 2011)、効果的な出産育児支援への決
断に時間がかかるため、出生率の低減につながっているのかもれない。 
研究の限界 本研究はエコロジカル研究のため、文化的価値指標が個人の健康や出産に及ぼす
影響については解明できない。また、本研究で扱ったのは Hofstede の文化的価値指標であり、
Hofstedeが 1970年代に調査したIBMの従業員を対象としたデータに限定されている。さらに、
ロシアや中国などの 13の国や地域については推定値を用いている。アフリカの諸国のデータも
限られている。ただし、推定値を除外して検討しても「不確実性の回避」は一貫して同様の結
果を示している。文化的な変化については、その変化は非常に緩やかに進むのではないかと思
われるが、本研究で検討することができていない。本研究の結果において、Hofstede の文化的
価値指標は 1990 年代と初期の年代に強く関連がみられている。今後は文化的変化についても考
慮しなければならない。また、Hofstede の文化的価値指標のみだけではなく、他の文化的指標
についても検証しなければならない。本研究では GDP とジェンダー・ギャップの指標として高
等教育歴や労働力の男女差を交絡変数として調整したが、他の潜在的な交絡因子が存在すると
考えられることから、さらに詳細な検証が求められる。 
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Figure 1. GDP による「不確実性の回避」と高齢者割合の関連               Figure 2. GDP による「不確実性の回避」と合計特殊出生率の関連  


